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● 

■北海道大学のサステイナブルキャンパス戦略 
    Strategy for Sustainable Campus in Hokkaido University 

サステナブルキャンパスの実現

中長期的な目標の達成

5年目

年度

2008 

場 HOKKAIDOUNIV 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、本学のサステイナブルキャンパスの戦略を示すタイムライン。２０１０年１１月にサステイナブルキャンパス推進本部が設立され、翌年の２０１２年より毎年、この国際シンポジウムを開催しています。その成果は、北大のサステイナビリティを進めるための計画づくり、評価システムに活かされています。また、今年の国際シンポジウムは、ちょうど札幌サステイナブル宣言が出されたG８大学サミットから５年目にあたる。これらの活動は、次期のキャンパスマスタープランや温室効果ガス削減の中長期目標達成に活かされていきます。
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サステイナブルキャンパスとは何か？ 
What is Sustainable Campus? 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような活動がスタートした当初の一番の課題は、サステイナブルキャンパスとは何かということであった。



3 ●Action plan for a sustainable campus 2012 

●Sustainable Campus International Symposium 2011 & Expert Meeting 
(2011.10.26-27) 
 
Invited eight speakers from the University of the top runner on sustainable campus in 
the United States and Japan. 
About 160 persons including the National University Corporation staff and faculty, 
private company, citizen, student participated.  
 
• Portland States University 
• University of Oregon 
• University of California, Berkeley 
• Stanford University 
• Kogakuin University (Japan) 
• Chiba University (Japan) 
• Nagoya University (Japan) 
• Kyusyu University (Japan) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、海外、国内のトップランナー８大学を集め、シンポジウムを行った。



4 ●Action plan for a sustainable campus 2012 

臨調

場 HOKKAIDOUNIV 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これはその時の様子ですが、公開シンポジウムだけではなく、専門家だけを対象としたエキスパート会議も行い、深い議論を行った。



5 ■Framework of Sustainable Campus 

  

Target Image 
2011 

2012 

ト促CDCU | 
ソウル大学 l 
梨花女子大学 l 

2013 

|時 |

サステイナブルキャンパスのアクシヨン

• 企画・研究

EU3大学
国際交流

プロジェクト

トリノ工科大学，

アムステルダム
自由大学.

ケンフリッジ大学

AASHE 

STARS 

国際
I ~イロット

キャンパスのユーザー評価，
省エネ行動調査，
文科省および北大の政策調査

トリノ工科大学.エネルギー.CO2インペントリ

ケンブリッジ文学:建築性能評価

アムステルダム自由大学:
地捕と太学.観光地マネジメント

ケンブリッジ文学;
園の政策と大宅の主主)_k_~ニ3マネジメント

成果

サステイナブル
キャンパス構築に関する

国際シンポジウム

E・B
サステイナブルキャンパス

構築のための
アクションプラン2012

アクションプランの実践
-キャンパスのユーザー
アセスメント

-省エネ活動とユーザー
の行動評価

国際シンポジウム
サステイナブ、ルキャンパス
構築のための計画と
その評価

サステイナブル
キャンパス

評価システム2013

問題の発見
解決のための調査・研究

国際シンポジウム
地域と連携したサステイナ
ブ、ルキャンパスの構築

北海道大学環境方針
キャンパス・サステイ

ナピリティ

サス子イナフル
キャンパスの

目躍樋

サステイナブル
キャンパスの

具体化

サス子イナブル
キャンパスの

実践

サス子イナブル
キャンパスの

評価

より統合的方針と計画

実践のための戦略

• 
• 
• 
• 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこでのテーマは、サステイナブルキャンパスの目標像と具体化に関することであった。その成果を下に、サステイナブルキャンパス構築のためのアクションプラン２０１２がつくられた。



6 ■国際シンポジウムのテーマとアウトプット 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国際シンポジウムの成果をサステイナブルキャンパスの実現に向けた一つのアクションにしようとしてアクションプランが創られたのです。
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サステイナブルキャンパスの評価 
Assessment of Sustainable Campus 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第２回目のテーマは、サステイナブルキャンパスの評価である。



8 ●Uni-Metrics 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ちょうど、昨年よりはじまった欧州３大学（トリノ工科大学、ケンブリッジ大学、アムステルダム自由大学）と北大との協働プロジェクトであるUni-Metricsで、サステイナブルキャンパスを構築するための評価指標をテーマとした研究交流もスタートした。北大に３大学から研究者・実務者が滞在し、評価指標を検討したり、大学キャンパスの評価を行うワークショップを開催して、その成果を蓄積した。



9 ●Uni-Metrics 

・キャンパスの周辺も含めた土地利用の統合化 
・建築によって構成された環境の質と有効性 
・教育とその施設の質 
・研究と大学の第三の役割 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小さくて見えないと思うが、このような指標づくりがなされた。今日もその成果がトリノ工科大学より発表される。



10 ●2012サステイナブルキャンパス国際シンポジウム 

サステイナ712frfネ脱出伐ウム2012
句 ... T 1 • ... 寸 -一‘， 一凶山山"，叩n川 S u、uω』川川Y刊刊'れ川守.1巾hl札ο刊.叫tし"川‘-守可コ;示:ユ.ltI一山電引卯tlllμ仰a“‘叫凶 ‘1¥ SVn川川'1剛、'U山'"司 ‘"山山"川巴".九 … 

争奪 HOKKAIDOUNIVERS汀

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、２回目のシンポジウムが開催された。
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Assessment 

サステイナブルキャンパスのアクシヨン

ヒアリング調査

2011 

2012 

ト促CDCU | 
ソウル大学 l 
梨花女子大学 l 

2013 

|時 |

• 企画・研究

EU3大学
国際交流

プロジェクト

参加・ 分析

AASHE 

STARS 

国際
I ~イロット

発表

ISCN 

年次大会

トリノ工科大学，

アムステルダム
自由大学.

ケンフリッジ大学

キャンパスのユーザー評価，

省エネ行動調査，
文科省および北大の政策調査

トリノ工科大学.エネルギー.CO2インペントリ

ケンブリッジ文学:建築性能評価

アムステルダム自由大学:
地捕と太学.観光地マネジメント

ケンブリッジ文学;
園の政策と大宅の主主)_k_~ニ3マネジメント

‘丸、
~ 

成果

サステイナブル
キャンパス構築に関する

国際シンポジウム

E・B

国際シンポジウム
サステイナブ、ルキャンパス
構築のための計画と
その評価

サステイナブル
キャンパス

評価システム2013

問題の発見
解決のための調査・研究

国際シンポジウム
地域と連携したサステイナ
ブ、ルキャンパスの構築

北海道大学環境方針
キャンパス ・サステイ

ナピリティ

• 
• 
• 
• 

サス子イナフル
キャンパスの

目標像

サス子イナブル
キャンパスの

実践

サス子イナブル
キャンパスの

評価

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まさに第２回のテーマは、サステイナブルキャンパスの評価についてであり、北大はその議論をもとにサステイナブルキャンパス評価システム２０１３を開発した。



12 ■サステイナブルキャンパスの枠組み 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
評価システムを開発するためには、国際シンポジウムでの議論だけではなく、同時に世界で展開する動きに着目する必要があった。ひとつは、北米カナダの８００を超える大学・研究機関、政府機関、企業等が参加し、大学等のサステイナビリティを高める活動を支援する団体であるAASHEが運営するSTARSという評価システムに海外の大学として国際パイロットプログラムに参加し、レポートを提出UNI metricsでは、評価指標を検討２２カ国、４７機関が加盟する国際サステイナブルキャンパスネットワークに正式に加盟し、日本の状況を報告したり、ワーキンググループに参加している。今年度からは、正式加盟により、環境報告書を提出する予定である。
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大学の使命を果たす…運営と存続
Mission=Management and Sustainability 

評価の対象は
大学運富 rIQllllulg and Administration 

キャンパス空間の
質的評価
Evaluation of 

Campus Physical 

Quality 

キャンパスでの
生活

Campus Life "'-ヨZr当，

Campus ActivitYif'.%: 邑

Management 
地域との相乗的な関係

Collaboration with Regional Commun ity 

サステイナブ、ルキャンパス評価システム2013

主眼

f 

エネルギー消費だけの評価で、は

ない
Not only energy consumption 

間接的な工ネルキー

消費も考慮

会的責任
cial Responsibility 

地域との連携
Partnership within 
土he-Community

O評価基準により、大学の活動を総体的に捉える
O日本全国の大学に適用可能なものとする
0評価結果は、各大学の運営方針決定の判断材料となりうる:
→どの分野に注力するか

-
HOKKAIDO UNIVERSITY 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こうした活動を通じて、サステイナブルキャンパス２０１３を開発した。評価の対象は、単にエネルギー消費の評価だけではない。教育・研究の内容、そしてそれを支える、キャンパス空間の質的評価、大学と地域との相乗的関係、地域との連携や大学の運営、経営も含めた大学全体の活動である。評価システムの主眼は、．．．．．である。
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-

サステイナブルキャンパス評価システム

アクションプラン実践のために、学内外のあらゆる関係主体が
行動できる状態になっているか

ACTION 

実践方法見直し

PLAN 

fサステイナブルキャンパス構築のため
のアクションプラン2012(2012.3月策

定)
Action Plan for Sustainable Campus 

サステイナブルキャンパスの実現

CHECK 

サステイナブルキャンパス
評価システムによる
実践状況の把握と評価
Assessment 

評価システムづくり:STARS， 
U N I metricsJ AUAを参照

00 

[ア仇ンプランの実践
P 

て支ア

-
f 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、評価システムの重要な役割は、サステイナブルキャンパス実現のアクションが実行されているのかということである。北大の場合で言ったら、昨年、策定したサステイナブルキャンパス構築のためのアクションプラン２０１２が適切に実行されているかを検証し、うまく行われていないものがあれば、実践方法を見直すという進行管理を行うためである。



15 ■サステイナブルキャンパス評価システムの枠組み 

 
 

 

 

l運営
ト1-1 教育研究

ト1 方針金体計画
ト1-2 キャンパス

Planning 
ト2-1 専任スタッフ

Management ト2 サステイナビリティ ト2-2 活動
and を考える組織

ト2-3
Administration 

ト3-1 長期計画

ト3 財源マネジメン卜 ト3-2 予算確保 資金獲得

ト3-3 運用
(iltI 

ト4-1 大学資産の地域での利活用
ト4 資産マネジメント

1-4-2 大学資産の運用

STARS参照

Original 

方針・全体 十回~ ¥1 
具体的化する I'¥ 1-8 調達、契約

||教育と研究 Educationan~ ¥ 111環境 Environment
Research I H-1-1 カリキュラ4 UI ¥. 1I 11ト1 生態系 l 

!日 教育 I[ト1-2 ~?-T仕立 11 '¥  1Hト2 土地 時三
巴 [ト2-1仏両 ~ ¥ 111 、ilt;JJWクスペース

l教育と Iト2 研宥 ‘ 11 I 
研究 IrL 明五|Iト2-2 リビング ラボ ¥11 1 111-5 廃棄物 l 

| Iト2-3 地域実践研究 ¥11 1 1 
r::-::: 学生活動の

Iト3 掌 空 l“ u ・ 奨励、支援

. -I [ト3-2学生の大学
¥.LLVL i童堂生直幸E旺~

ト5 ファシリティマネジメント

L6 サステイナビリティを高めるためのネッドフーク

l ト7-1 教職昌の評価
ト7 人材育成 ; 

i 1-7-2 人材発掘

日-1 調達

ト8-2 契約

IV軍蔵社会 Collaboration

with societv 
部門 | 分野 T 項目

緑地林地

その他オープンスペース
W 地域

社会

W-1産学官連犠

tJ-2地域サー 印 字 1
ビス 1 N-2-2 

tJ-3情報発信

J
劃

エネルギ-
Hト6 4貸j原

11ι6-1 エネルギーマネジメント

IIト6-2 温室効果ガス

Hト6-3 再生可能エネルギー

IIト6-4 その他資源
m環境

11ト7 基盤設備

Hト10

Hト11

歴史的資産の学肉での活期

防災拠点

Hト8-1 環境性能

llト8-2 室内環境

Hトト1 一般計画

11ト9-2 歩行者 ・自転車

Hト9-3 回日掛鎚rの連続イト

運営部門 42 
教育と研究部門 1 6 
環境部門 8 1 

地域社会部門 1 9 

合 計 1 58  

STARS， UNI metrics参照
111-8 施設

Hト9 交通

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上のような概念のもとにつくられた、評価システムは、運営、教育と研究、環境、地域社会という４つの部門に別れ、計１５８の質問項目からなる。今日は、この内容についての細かい説明する時間はないが、北大の中でも全学に配置されている環境負荷低減推進員の方々に実際に評価を行ってもらい、システム自体の評価を行っている。また、現在日本建築学会に協力を頂きながら、研究グループに参加する他の大学にも参加していただき外部の目も使ってシステムを検証している。
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サステイナブルキャンパスと地域との連携 
Collaboration with Campus and Regional Community 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような評価システムでも重視された、大学と地域社会との関係についてが今回のシンポジウムのメインテーマになるのである。
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課題解決のテーマ 

活動総体を含んだ「場」の形成 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、サステイナブルキャンパスとは何かを示したものである。持続可能な発展に関して大学や地域社会が担うべき役割が、大学では教育と研究地域では、まちづくり、社会サービスの向上、福祉政策、経済振興などである。大学はそれらのテーマに呼応できる、人材育成や知識創造を担っていくが、サステイナビリティを実現するために特に重視される課題は、環境負荷の低減や利害関係者の参加のシステムなどである。これらの課題についてキャンパスで検証された結果を地域社会に還元し、地域のQOLを改善していくために活かしていくことになる。このような活動総体を含んだ場の形成がサステイナブルキャンパスと言える。
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大学におけるサステイナブルキャンパスの枠組み
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Environmental Management 

エネルギー 資源 Sustainable Campus 
生態系保全 .; _.  
パフリックスペース ，〆 / ノ l 
施設環境整備 ¥λ / /刈

生態環境調査' やゾ / 

検国エコキャンパスプロジヱクト (績国

相の葉キャンパスシティプロジ

.札幌キャンパス伐採木市民配

北の森林プロジ工クド

• 

教育・研究

Education and Research 
カリキュラム整備
リビング・ラボ
地域実践研究

学生活動支媛

••••••••••••••••• 

ハピタット工学教育(九州大)

環境人材養成プログラム (三重大)

サステナピリティウィーク'

ナブルキャンパスコンテスド

キャンドルナイト・

三重大ブランド
クト (東大・千葉大)

地域連携

Partnership within theサステ

$ 

HOKKAIDO UNIVERSITY 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

Community 

地域コンソーシアム
市民講座

情報発信

産学官連携• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

叶t大の取り組み

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、サステイナブルキャンパスを実現するために何が必要なのかを示したものである。運営では、．．．．教育・研究では、．．．．．環境では、．．．．．地域連携では、．．．．．．という項目が重視される。このような４つの要素をバランス良く達成させる必要があるが、その中に地域との連携がある。
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Living Laboratory=platform of 
connection with campus and region 

Region Campus 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大学と地域が連携して、創り上げる持続可能な発展のために必要なのは、大学の使命としては、物的要件として、キャンパスを地域のサステイナビリティを実現するモデルと捉えること、非物的要件としては、人材育成や知識創造がある。一方、地域側では、物的要件としては、魅力的なコミュニティを支えるための地域の空間整備を図ること、非物的要件としては、地域経済とQOLを高めることがある。これらを実現するためにLiving Laboratory という大学と地域と繋ぐプラットフォーム的な役割を果たす状況をつくり出すことが求められる。このような場と状態をつくり出していくことが、大学と地域の連携のかたちではないだろうか？これは、持続可能な知識基盤社会を構築するプロセスとなろう。
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■Campus in the City 
●Sustainability for campus and city 

Office for a Sustainable Campus 
http://www.osc.hokudai.ac.jp 

 

毒犠彰H蹴O侃K限附ωK臥削山AID∞ou閃川NIVER

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
北大キャンパスと周辺市街地もどのように連携していくかは、札幌市にとっても、大学にとっても重要な課題であり、本日はそのような議論がそれぞれにスピーカーからなされ、議論が行われていくことを期待している。
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